
徳
永
直
論
l

『
最
初
の
記
憶
』

『
八
年
制
』

序

徳
永
直
（
明
治
三
十
二
年
l
昭
和
三
十
三
年
）
は
、
熊
本
県
飽
託

郡
花
園
村
に
貧
し
い
作
男
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
黒
髪

村
に
移
り
住
み
、
幼
少
時
代
か
ら
数
々
の
労
働
令
体
験
し
た
後
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
と
し
て
文
壇
に
登
場
レ
、
『
太
陽
の
な
い
街
』
自

和
四
年
）
な
ど
を
若
わ
す
。

本
論
で
は
、
彼
の
転
向
後
の
作
品
の
中
か
ら
、
『
最
初
の
記
憶
』

（
昭
和
十
三
年
）
と
『
八
年
制
』
（
昭
和
十
二
年
）
を
取
り
上
げ
た
。

「
最
初
の
記
憶
』
で
は
幼
少
時
の
労
働
体
験
会
基
に
し
た
彼
の
労
働

観
が
、
『
八
年
制
』
で
は
親
と
し
て
の
彼
の
教
育
観
が
に
じ
み
出
て

お
り
、
共
に
社
会
に
対
す
る
批
判
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

第
一
章

『
最
初
の
記
憶
』
論

（略）

第
二
章
『
八
年
制
』
論

第
一
節
作
品
の
社
会
的
背
景

け
義
務
教
育
年
限
延
長
案
に
つ
い
て

と

を
中
心
に
｜

今

西

紀

代

子

作
品
の
タ
イ
ト
ル

の
乙
と
で
あ
る
。

義
務
教
育
年
限
は
、
明
治
凪
十
年
に
「
小
学
校
令
」
改
正
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
の
四
年
か
ら
六
年
へ
と
延
長
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、

さ
ら
に
二
年
間
延
長
し
よ
う
と
い
う
案
が
た
び
た
び
検
討
さ
れ
て
き

た
。
昭
和
十
一
年
、
二
・
二
六
事
件
の
後
、
三
月
九
日
に
は
広
田
弘

ひ
ら
お
は
ち
さ
ぷ

毅
内
閣
が
成
立
し
、
文
部
大
臣
に
は
実
業
家
出
身
で
あ
る
平
生
鋲
三

λ
r
つ
郎
が
就
任
し
た
。
作
品
中
の

H
文
相
と
は
、
こ
の
平
生
文
相
会
指
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
平
生
文
相
は
、
同
年
十
一
月
六
日
に
閣
議
に
対

し
て
「
義
務
教
育
八
年
延
長
案
」
を
提
出
し
た
。
延
長
の
主
な
理
由

は
、
戦
時
体
制
へ
向
け
て
の
労
働
力
・
軍
事
力
の
基
礎
固
め
の
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、
財
政
難
な
ど
の
理
由
に
よ
り
反
対
意
見
が
続
出

し
、
ま
た
、
広
田
内
閣
自
身
が
翌
十
二
年
一
月
二
十
三
日
に
総
辞
職

し
た
た
め
、
法
案
は
帝
国
議
会
に
提
出
せ
ず
に
廃
案
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
八
年
制
案
は
、
昭
和
十
六
年
三
月
の
「
国
民
学
校
令
」

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
が
、
戦
争
の
た
め
に
中
断
さ
れ

た
。
結
局
、
長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
八
年
制
は
、
実
現
さ
れ
る
こ

「
八
年
制
」
と
は
、
義
務
教
育
の
「
八
年
制
」
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と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

。
陥
和
初
期
の
教
育
事
情

E
2

昭
和
初
期
の
教
育
事
情
に
つ
い
て
、
宮
坂
広
作
氏
の
文
章
よ
り
抜

粋
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

①
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
頻
繁
に
取
り
あ
げ
た
教
育
問
題
は
、

教
育
疑
獄
に
、
入
学
地
獄
、
就
職
地
獄
と
学
校
騒
動
で
あ
っ
た
。

②
教
育
疑
獄
の
中
に
は
、
大
阪
市
や
名
古
屋
市
の
場
合
の
よ
う
に
不

正
入
学
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
く
、
東
京
の
学
習
帳
売
り
込
み
事

件
も
入
試
準
備
教
育
に
由
来
す
る
わ
け
で
あ
り
、
昭
和
初
年
に
教

育
に
強
い
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
中
学
や
高
専
に
入
学
す
る
子
ど

も
舎
も
っ
た
中
産
階
級
の
親
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

③
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
は
、
高
校
の
定
員
約
五
千
人
に
対
し

て
五
万
人
の
志
願
者
が
殺
到

④
（
昭
和
四
年
の
大
恐
慌
を
背
景
に
E
注
・
今
西
）
大
学
卒
業
者
の

就
職
率
は
昭
和
五
年
で
五
八
・
一
%
、
昭
和
八
年
で
四

0
・
一
%

に
す
ぎ
ず
、
専
門
学
校
卒
で
は
二
割
そ
こ
そ
ζ

⑤
就
職
難
な
る
が
ゆ
え
に
学
校
卒
業
の
資
格
令
得
て
、
生
存
競
争
に

打
ち
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
中
産
階
級
の
対
処

の
し
か
た
で
あ
っ
た
。

臼
「
受
験
児
童
」
に
つ
い
て

作
品
中
の
「
受
験
児
童
」
の
一
例
と
し
て
、
昭
和
十
一
年
五
月
十

四
日
の
「
九
州
新
聞
」
の
記
事
令
紹
介
し
た
い
。
要
約
す
る
と
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

熊
本
県
下
の
公
私
立
中
等
学
校
入
学
志
願
者
の
身
体
状
況
調
査

の
結
果
が
判
明
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
体
格
が
劣
る
よ
う
に
な

「
試
験
地
獄
の
為
め
体
格
は
著
し
く

り
、
近
視
が
増
加
し
て
お
り
、

低
下
」
し
て
い
る
。

都
会
の
み
な
ら
ず
、
熊
本
県
で
も
「
試
験
地
獄
」
の
影
響
が
出
て
い

る
ζ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
乙
の
問
題
は
全
国
的
に
広
範
囲
に
わ
た

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と
が
、
う
か
が
え
る
。

〈
注
〉
こ
の
当
時
、
徳
永
は
熊
本
在
住
で
は
な
く
、
東
京
在
住
で

あ
る
（
大
正
十
一
年
に
上
京
）
。

舗
東
北
地
方
の
「
飢
餓
地
獄
」
に
つ
い
て

第
五
章
の
中
ほ
ど
か
ら
、
東
北
地
方
の
寒
村
の
小
学
校
の
「
飢
餓

地
獄
」
の
様
子
が
描
写
S
れ
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
さ
ら
に
詳
し
く

見
て
み
た
い
。
山
品
衛
↓
ぃ
臨
時
に
よ
れ
僻
汁
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
日
本
の
経
済
状
態
は
、
「
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
一

月
に
ド
イ
ツ
の
降
伏
で
大
戦
が
終
り
を
告
げ
る
と
、
連
合
国
へ
の
物

資
供
給
で
栄
え
て
い
た
日
本
経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
二
年
後

の
大
正
九
年
に
は
早
く
も
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
」
、
こ
れ
が
き
っ
か
け

で
「
慢
性
的
不
況
に
陥
り
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
至
っ
て
金

融
恐
慌
に
お
そ
わ
れ
、
立
ち
な
お
る
間
も
な
く
昭
和
四
年
の
世
界
大

恐
慌
の
大
湊
を
受
け
る
ζ

と
と
な
っ
た
」
。

そ
し
て
、
東
北
地
方
で
は
、
そ
れ
に
追
い
討
ち
舎
か
け
る
よ
う
に
、

天
候
不
順
に
よ
る
凶
作
が
昭
和
六
年
、
九
年
、
一

O
年
と
重
な
り
、

農
民
た
ち
の
生
活
は
極
度
に
窮
乏
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
弁
当
は
、

「
稗
に
麦
一
割
会
混
ぜ
た
飯
」
の
よ
う
な
・
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
．

ま
た
、
「
火
食
児
童
」
の
数
（
朝
・
昼
・
夕
、
い
ず
れ
か
を
欠
食
）

は
、
昭
和
九
年
度
で
東
北
六
県
を
合
わ
せ
て
こ

O
万
人
に
も
達
す
る

と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
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次
に
、
徳
、
水
自
身
が
実
際
に
東
北
地
方
会
訪
れ
て
記
し
た
文
章
が

み士

4

あ
る
の
で
、
紹
介
し
た
い
。
「
東
北
凶
作
地
巡
回
記
会
問
森
県
の
部
』

（
昭
和
十
年
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

乙
』
で
は
家
の
中
に
板
の
間
す
ら
が
な
い
。
土
聞
に
籾
殻
を
な

ら
べ
、
そ
れ
に
葉
遊
会
敷
い
て
あ
る
の
だ
。
仰
ぐ
と
杉
皮
の
裂
け

め
か
ら
、
小
雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
落
ち
こ
ん
で
き
て
土
聞
は
黒
く
濡

れ
て
ゐ
る
。
（
中
略
〉

し
か
し
何
と
い
ふ
低
い
生
活
だ
ら
う
。
関
西
で
も
九
州
で
も
こ

ん
な
ひ
ど
い
暮
し
の
百
姓
は
、
私
は
見
た
こ
と
が
な
い
。

徳
永
一
は
、
「
の
ち
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
中
、
屈
指
の
逆
境
下
で
育

寸
1
p
h
d

つ
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
徳
、
水
で
さ
え
も
こ
の
よ
う
に
驚

い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
貧
窮
の
は
な
は
だ
し
さ
が
想
像
で
き

る。

第
二
節
内
容
・
構
成

作
品
は
、
六
章
よ
り
成
る
短
編
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
主
人
公
・
鷲
尾
が
「
義
務
教
育
八
年
延
長

案
」
に
つ
い
て
の
「
H
文
相
の
大
英
断
」
と
い
う
新
聞
記
事
を
読
ん

で
、
疑
問
令
感
U
、
腹
令
た
て
る
。
そ
の
疑
問
と
は
、
貧
乏
な
保
護

者
達
は
延
長
を
歓
迎
す
る
守
た
ろ
う
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

答
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
第
二
掌
で
は
、
長
男
の
進
学
問
題
か
ら

派
生
し
て
、
周
囲
の
子
供
達
と
そ
の
家
庭
の
経
済
状
態
会
考
え
る
。

そ
し
て
、
第
三
章
以
下
で
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
、
子
供
達
を
取
り

巻
く
さ
ま
ぎ
ま
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
く
。

そ
の
問
題
と
は
、
第
三
章
で
述
べ
ら
れ
る
「
試
験
地
獄
」
（
例
・

富
裕
な
子
供
達
と
貧
し
い
子
供
達
と
の
違
い
）
で
あ
り
、
第
四
章
に

お
い
て
の
教
育
の
「
不
自
由
さ
」
（
例
・
長
男
の
受
持
の
退
職
）
で

あ
り
、
第
五
章
に
お
け
る
「
受
験
児
童
」
の
不
健
康
な
姿
や
東
北
地

方
の
「
飢
餓
地
獄
」
（
例
・
「
欠
食
児
童
」
の
姿
）
で
あ
り
、
第
六

章
に
お
け
る
子
供
の
失
業
問
題
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
第
六
章
の
末
尾
で
再
ぴ
第
二
章
の
新
聞
記
事

に
つ
い
て
考
え
、
こ
れ
ら
の
問
題
令
H
文
相
や
教
育
家
達
に
向
け
て

投
げ
か
け
る
と
い
う
、
首
尾
照
応
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
節
人
物
論

付
鷲
尾
一
家
と
徳
永
一
家
と
の
対
比
（
略
）

口
登
場
人
物
に
つ
い
て

で
は
、
登
場
人
物
令
↑
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、
私
は
、

試
し
に
、
人
物
の
「
学
歴
」
と
「
庶
民
意
識
」
（
ど
れ
だ
け
貧
し
い

庶
民
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
）
と
い
う
二
項
目
令
設
定
し
、
両

項
目
の
相
関
関
係
に
よ
り
、
主
な
登
場
人
物
を
五
種
類
に
分
類
し
て

み
た
。
そ
の
結
果
は
、
次
の
図
表
で
あ

Z
。

『
八
年
制
』
で
は
、
和
田
勉
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
登
場

人
物
は
、
す
べ
て
主
人
公
・
鷲
尾
の
視
点
か
ら
描
い
て
あ
る
。
登
場

人
物
の
い
ろ
い
ろ
な
言
動
を
、
鷲
尾
が
好
意
的
に
あ
る
い
は
批
判
的

に
眺
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
が
進
行
す
る
。
そ
乙
で
、
人

物
論
と
し
て
は
、
鷲
尾
が
先
の
川
か
ら
同
ま
で
の
人
物
令
ど
う
見
て

い
る
か
と
い
う
ζ

と
を
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
、

鷲
尾
す
な
わ
ち
徳
永
の
思
想
や
、
作
品
の
テ
l
マ
に
も
近
づ
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
・
な
ぜ
私
が
先
の
図
表
の
よ

う
に
登
場
人
物
金
分
類
し
た
の
か
告
示
す
根
拠
に
も
な
る
は
ず
で
あ

ヲ
令
。
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図表

庶

開 店直主語司献細石君村司｜ ｜ ｜ 

2 
＜鷲尾の小学校時代の
先生＞
東北地方の小学校の校

鷲尾の
長

神田の
長男の受持先生

一
，‘
f
i
l〈
l
l
L
r
i
l
l
J『
1
l
l
L
r
l
i
l
i－
－

L

I
斗
l

組

組

か

ゆ

組

劃

獄

職

3

学

職

学

k

地

就

臼

進

就

進

。

鰍

I
l－
－

試

験

地

獄

低
い

民
東北地方の児童

栄健作（石村の次男）
貧
し

ち宇ん い

長男
子

臼受お
供

佐々木君
達

高橋君 子宮

後H藤の子君供
供裕
達な

(4) 

新嗣記者のH
高橋君のお母さん
後藤君のお母さん意

識 3 
仲間のS
担任の訓導
長女の受持制市
H文相や教育家達

低い 高い
ぶM』

で「 歴

注 1. < ＞は、一世代前の人物を示す。
2. (5）の中の点線は、 「栄作」と「Hの子供jが「長男」達よりも学年が

上であるととを示す。また、〔 〕は、「長女」が「長男j遥よりも

学年が下であることを示す。

3. 同グループの中での上・下関係は、必ずしも明確ではない。作品中

での描写の比重の度合いによって、私が主観的に判断した。

たとえば、（1)では「鴛尾Jの方が「神田の石村」よりも庶民意識が

高いとは言い切れない。
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A
、
鷲
尾
は
川
の
人
物
を
ど
う
昆
て
い
る
か

川
の
庶
民
に
と
っ
て
は
、
「
頭
の
算
盤
」
令
は
じ
く
こ
と
、
つ
ま

り
、
生
活
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
も
先
決
問
題
な
の
で
あ

る
。
こ
の
点
、
川
の
人
物
達
は
皆
、
一
致
し
て
い
る
。

B
、
鷲
尾
は
聞
の
人
物
令
ど
う
見
て
い
る
か

順
不
同
に
な
る
が
、

ω告
と
ば
し
、
川
と
好
対
照
を
描
く
聞
か
ら

先
に
述
べ
た
い
。

鷲
尾
は
、
「
仲
間
の

S
」
の
こ
と
令
、
飯
の
心
配
の
い
ら
な
い
「
学

校
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」
で
あ
る
と
忌
う
。
ま
た
、
「
担
任
の
訓
導
」
や
長

女
の
受
持
」
に
対
し
て
は
腹
令
た
て
る
が
、
彼
ら
に
抗
す
る
勇
気
は

な
く
、
「
二
人
の
子
供
に
累
が
及
び
は
し
な
い
か
と
」
「
卑
屈
に
お

し
黙
っ
て
し
ま
」
う
の
で
あ
る
。

c、
鷲
尾
は

ωの
人
物
を
ど
う
見
て
い
る
か

仰
の
人
物
は
、
仰
の
人
物
と
対
照
的
で
あ
り
、
鷲
尾
に
と
っ
て
理

想
的
な
尊
敬
す
べ
き
人
物
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら

は
、
貧
し
い
庶
民
に
と
っ
て
の
八
年
制
問
題
の
現
状
に
、
相
対
す
る

こ
と
の
で
き
る
人
物
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
「
鷲
尾
の
小

学
校
時
代
の
先
生
」
は
既
に
過
去
の
時
代
の
人
で
あ
る
し
、
「
長
男

の
受
持
」
は
（

ωの
人
物
や
国
の
子
供
達
に
近
づ
い
た
た
め
に
）
教

壇
令
追
わ
れ
、
「
東
北
の
校
長
」
は
（
飢
餓
の
児
童
達
の
食
糧
供
給

の
た
め
に
）
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

D
、
鷲
尾
は
ゅ
の
人
物
を
ど
う
見
て
い
る
か

ゅ
の
人
物
は
、
進
学
を
目
指
す
子
供
達
の
父
母
で
あ
る
。
イ
ン
テ

リ
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
ゅ
の
父
母
は
川
の

父
母
と
は
対
照
的
な
の
で
あ
る
。
が
、
川
と
対
照
的
で
あ
る
か
ら
と

言
っ
て
、
同
の
分
類
に
は
入
れ
な
か
「
た
。
そ
れ
は
、
わ
が
子
の
ζ

と
み
そ
わ
が
身
よ
り
先
に
考
え
て
東
奔
西
走
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、

鷲
尾
達
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
鷲
尾
自
身
も
感
じ
て
お
り
、
新
聞
記
者
H
が
わ
が
子
の
受
験

に
つ
い
て
語
る
の
令
「
内
心
憤
慨
し
な
が
ら
」
も
、
「
つ
い
身
に
つ

ま
さ
れ
て
熱
心
に
聴
き
い
」
る
の
で
め
り
、

H
に
対
し
て
同
情
会
寄

せ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
私
は
、
ゅ
の
父
母
達
令

ωと
同
と
の
中
間
地

帯
に
置
い
て
み
た
の
で
あ
る
。

E
、
鷲
尾
は
国
の
人
物
会
ど
う
見
て
い
る
か

国
の
子
供
達
は
、
「
試
験
地
獄
」
に
追
い
ま
く
ら
れ
、
「
飢
餓
地

き
も

獄
」
に
虐
な
ま
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
社
会
の
一
番
の
被
害
者
と
言

っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
先
の
図
表
で
は
、
川
か
ら
ゆ
の

大
人
達
の
中
心
に
位
置
当
せ
て
み
た
の
で
あ
る
。

第

四

節

テ

l

マ

結
局
、
作
品
の
第
一
の
テ
l
マ
は
、
貧
し
い
庶
民
の
立
場
か
ら
の

教
育
行
政
批
判
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
義
務
教
育
年
限
を
延
長
す
れ
ば
、

各
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
が
重
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て、

ζ

の
乙
と
は
教
育
問
題
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
他
の

問
題
に
も
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
作
品
の
第
二
の

テ
l
マ
は
、
教
育
の
「
不
自
由
さ
」
、
ひ
い
て
は
社
会
の
「
不
自
由

さ
」
に
よ
り
、
貧
し
い
庶
民
が
最
も
不
利
益
を
被
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
五
節
『
八
年
制
』
評
に
つ
い
て

『
八
年
制
』
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
プ
ラ
ス
評
と
マ
イ

ナ
ス
評
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
私
は
、
第
三
節
の
人
物
論
を
振
り
返
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り
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
乙
の
作
品
を
評
価
し
た
い
。

登
場
人
物
の
中
で
、
鷲
尾
た
ち
川
の
人
物
を
理
解
し
て
く
れ
る
者

と
し
て
は
、

ωの
人
物
が
存
在
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ωの
人
物

は
、
結
局
、
鷲
尾
た
ち
を
助
け
て
は
く
れ
な
い
。
そ
れ
で
、
鷲
尾
た

ち

ωの
人
物
は
、
思
い
悩
む
の
で
あ
る
。

一
方
、

ωの
父
母
達
は
、
経
済
的
な
心
配
が
な
い
の
で
、
子
供
を

上
級
学
校
へ
上
げ
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
子
供
達
は
ヨ
訊

験
地
獄
」
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る
の
で
、

ωの
人
物
も
ま
た
、
鷲
尾

た
ら
と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
の
被
害
者
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

こ
の
よ
う
に
、

ω・
ω・
ω・
ωの
人
物
達
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
の
中
で
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
社
会
の
動
き
に
流

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
乙
に
作
家
・
徳
永
は
、

同
じ
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
白
金
つ
け
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
実
情

を
作
品
に
託
し
て
訴
え
よ
う
と
考
え
た
。
誰
に
訴
え
る
か
と
一
一
一
白
え
ば
、

「
し
か
し
ζ

う
い
う
事
情
に
つ
い
て
、
当
の

H
文
相
や
教
育
家
達
は
、

一
度
で
も
思
い
会
回
ら
し
た
乙
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
0
・
」
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
仰
の
人
物
に
対
し
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

ωの
人
物
に
対
し
て
だ
け
に
は
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

す
べ
て
の
人
物
に
対
す
る
警
告
で
あ
る
と
も
受
け
取
れ
る
。

そ
れ
は
、
仰
に
属
す
る
か
の
よ
う
な
人
物
が

ωに
属
し
て
い
た
り

（
例
・
長
男
の
受
持
）
、

ωに
属
す
る
か
の
よ
う
な
人
物
が
仰
に
属

し
て
い
た
り
（
例
・
仲
間
の

S
）
す
る
こ
と
か
ら
言
え
る
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
テ
リ
だ
か
ら
庶
民
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
と
か
、

庶
民
に
近
づ
い
て
い
る
か
ら
庶
民
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
と
か
い

う
こ
と
は
、
一
概
に
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
ζ

と
は
、
す

べ
て
の
人
聞
は
、
心
が
け
し
だ
い
で
庶
民
の
実
情
を
理
解
す
る
乙
と

が
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
徳
永
は
、
仰
の
人

物
を
む
や
み
に
非
難
す
る
の
で
は
な
く
、
仰
の
人
物
を
含
め
た
す
べ

て
の
人
物
に
対
し
て
警
告
を
促
し
、
さ
ら
に
、
今
後
の
あ
り
方
舎
も

提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
と
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
徳
永
は
、
『
八
年
制
』
に

お
い
て
、
社
会
の
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い
、
働
く
貧
し
い
庶
民
の

生
活
の
実
情
を
活
写
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
階

級
の
人
h

と
共
に
社
会
の
問
題
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
を
取

っ
た
、
と
い
う
と
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時
、
徳

永
は
、
時
代
の
制
約
に
よ
り
、
「
初
期
の
小
説
の
よ
う
に
政
治
的
な

時斗目－

n
d

変
革
巻
口
に
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
こ
う
い
う

方
向
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
変
革
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
作
品
の
構

成
や
人
物
造
型
に
は
難
点
が
あ
る
（
各
々
の
人
物
が
対
照
的
に
描
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
構
成
が
比
較
的
単

純
で
あ
り
、
人
物
が
や
や
類
型
的
で
あ
る
）
に
し
ろ
、
私
は
、
徳
、
氷

の
こ
う
い
う
姿
勢
を
高
く
評
価
し
た
い
と
思
う
。

第
六
節
『
最
初
の
記
憶
』
と
の
対
比

『
最
初
の
記
憶
』
は
、
徳
、
水
の
幼
少
時
の
体
験
を
述
べ
て
い
る
部

分
が
主
で
あ
り
、
個
人
的
な
自
伝
と
い
う
よ
う
な
要
素
が
強
い
。
文

章
表
現
は
、
情
感
の
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

『
八
年
制
』
は
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
階
級
の
人
々
を
、
つ
ま
り

群
像
を
描
い
て
お
り
、
作
者
の
視
野
が
広
が
っ
て
い
る
。
文
章
表
現

に
つ
い
て
は
、
『
最
初
の
記
憶
』
と
比
べ
る
と
飾
ら
な
い
も
の
と
な
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っ
て
お
り
、
作
者
の
生
の
こ
と
ば
で
描
か
れ
て
い
る
。
「
作
品
と
し

A
斗
4
0
0

て
よ
り
も
記
録
と
し
て
興
味
深
い
」
と
い
う
面
が
あ
る
。

以
上
の
と
と
か
ら
、
文
学
作
品
と
し
て
は
『
最
初
の
記
憶
』
が
す

ぐ
れ
、
社
会
批
判
と
し
て
は
『
八
年
制
』
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

結

び

『
最
初
の
記
憶
』
と
『
八
年
制
』
の
両
作
品
に
共
通
す
る
も
の
は

伺
か
。
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
作
品
中
に
自
分
の
体
験
を
色
濃
く
反
映
さ
ぜ
て
い
る
。

二
、
自
分
の
身
近
な
人
物
令
主
に
登
場
さ
せ
て
い
る
。

三
、
文
体
は
平
易
で
、
描
写
は
写
実
的
で
あ
る
。

四
、
働
く
貧
し
い
庶
民
の
立
場
か
ら
社
会
批
判
令
行
っ
て
い
る
。

徳
永
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家

同
盟
の
解
散
（
昭
和
九
年
）
後
、
新
し
い
境
地
を
見
パ
い
だ
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
新
し
い
境
地
と
は
言
っ
て
も
、
貧
し
い
者
、

弱
い
者
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
乙
と
は
、
変
わ
る
乙
と
な
く
貫
か
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
近
代
教
育
史
事
典
』

ど
を
参
考
に
し
た
。

注
2

『
教
育
学
全
集
3
』
小
学
館
、
昭
0
・
2
。

注
3

『
日
本
子
ど
も
の
歴
史
6

激
動
期
の
子
ど
も
』
第
一
法

規
出
版
、
昭
臼
・

7
。

注
4

「
文
学
評
論
」
二
巻
三
号
、
昭
叩
・

3
。

注

（
平
凡
社
、
昭
“
・

U
。）な

紅
野
敏
郎
「
作
家
と
作
品
」
（
『
日
本
近
代
文
学
金
集
必
』

集
英
社
、
昭
“
・

9
。）

注
6

「
熊
本
の
文
学
叩
徳
永
直
4
」
（
「
熊
本
日
日
新
聞
」
、

昭
日
・

2
－

m
、
夕
刊
。
）

注
7

首
藤
碁
澄
「
徳
永
直
の
転
向
小
説
l
弱
者
の
視
座
の
意
味

！
」
（
「
方
位
」
第
五
号
、
熊
本
近
代
文
学
研
究
会
、
昭
日

注
8

麻
四
郎
「
小
説
採
点
簿
」
（
「
文
芸
」
五
巻
七
号
、
昭

ロ・
7
0）

〈
原
典
〉
『
徳
永
直
短
篇
選
集
』
徳
永
直
文
学
砕
を
つ
く
る
会
発
行

昭
日
・
日
。
な
お
、
「
熊
本
・
徳
永
直
の
会
」
が
徳
永
に
関
す
る
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
事
務
局
は
熊
本
大
学
教
育
学
部
中
村
研
究
室
。

（
三
十
二
回
生
）

注
5 
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